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◎ 平成３１年度関東森林管理局の重点取組事項について
～公益重視の管理経営と林業の成長産業化への貢献～

企画調整課・・２

◎ 小笠原森林生態系保護地域の利用について
計画課・・４

◎ 林業試験地から 森林技術・支援センター・・６

「自然植生導入展示林（スギ低密度植栽試験地）」(福島県棚倉町久慈川国有林)

（撮影：関東森林管理局 棚倉森林管理署）



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
公
益
重
視
の

管
理
経
営
を
一
層
推
進
す
る
中
で
、
林
業

の
成
長
産
業
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
林
業

の
低
コ
ス
ト
化
・
省
力
化
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
森
林
経
営

管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
、

都
県
と
連
携
し
た
市
町
村
支
援
を
進
め
る

と
と
も
に
、
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業

経
営
者
」
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

１
林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献

【
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
】

高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
て
伐
採

か
ら
造
林
ま
で
の
作
業
を
連
続
し
て
行

う
「
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
を
管
内
全

域
で
推
進
し
ま
す
。

H
30
年
度
実
績

２
０
２
ha

H
31
年
度
実
施
予
定
面
積

２
９
４
ha

【
コ
ン
テ
ナ
苗
へ
の
転
換
】

従
来
の
裸
苗
と
比
べ
て
植
栽
作
業
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
、
コ
ン
テ
ナ
苗
へ
の
転

換
を
推
進
し
ま
す
。

植
栽
本
数
に
占
め
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
割

合
H
30
年
度

49
％

H
31
年
度

64
％

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
よ
る
業
務
の
効

率
化
】

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
に
よ
る
森

林
現
況
の
把
握
に
加
え
、
平
成
31
年
度
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
事
業
区
域
の
周

囲
測
量
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
及
び
ア
プ
リ

に
よ
る
丸
太
検
知
等
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

令和元年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７９号（２）

平
成
31
年
度
重
点
取
組
事
項
に
つ
い
て

～
公
益
重
視
の
管
理
経
営
と
林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献
～

企
画
調
整
課

丸太検知アプリ

コンテナ苗



２
民
国
連
携
の
推
進

【
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）

の
育
成
・
連
携
】

平
成
31
年
２
月
に
設
置
し
た
「
関
東
森

林
管
理
局
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
連
絡
会
」
や
今

後
設
置
を
進
め
る
都
県
等
の
単
位
の
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
に
よ
る
活
動
等
を
通
じ
、

民
国
の
森
林
総
合
監
理
士
等
が
連
携
し
人

材
育
成
も
含
め
市
町
村
へ
の
技
術
的
支
援

を
進
め
ま
す
。

【
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
・
実

行
の
支
援
】

平
成
28
年
度
か
ら
９
県
17
市
町
に
設
定

し
て
き
た
「
民
国
連
携
推
進
地
区
」に
お
い

て
、国
有
林
の
職
員
が
都
県
の
森
林
総
合
監

理
士
等
と
連
携
し
、
市
町
村
森
林
整
備
計

画
の
作
成
や
地
域
の
森
林
・
林
業
を
巡
る
課

題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す

（
H
31
年
度
は
９
市
町
村
で
追
加
設
定
予

定
）。

【
効
率
的
な
施
業
技
術
の
実
証
・
普
及
】

国
有
林
で
実
施
し
て
い
る
一
貫
作
業
シ
ス

テ
ム
や
生
産
性
向
上
の
取
組
等
が
民
有
林

関
係
者
に
も
広
く
普
及
す
る
よ
う
、現
地
検

討
会
を
管
内
各
地
で
開
催
し
ま
す
。

（
H
29
年
度

37
回
開
催
、
１
，
５
８
６
人

参
加
、H
30
年
度

46
回
開
催
、１
，
９
７
３

人
参
加
）

平
成
31
年
度
は
、
特
に
「
意
欲
と
能
力
の

あ
る
林
業
経
営
者
」
の
積
極
的
な
参
加
を

得
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。

３
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化

シ
カ
等
の
野
生
鳥
獣
の
生
息
域
が
拡
大

し
、
食
害
等
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
捕
獲
を
含

む
総
合
的
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
茨
城
県
な
ど
の
シ
カ
の
侵
入
が

新
た
に
見
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
セ

ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
設
置
等
に
よ
り
、
低
密

度
地
域
で
の
生
息
状
況
の
早
期
把
握
を
行

い
ま
す
。

平
成
31
年
度
は
、
捕
獲
事
業
の
実
施
地

域
を
拡
大
し
ま
す
。

（
H
30
年
度

11
地
域

→

H
31
年
度

12

地
域
）

４
緑
の
国
土
強
靱
化
に
向
け
た

取
組

重
要
イ
ン
フ
ラ
緊
急
点
検
の
結
果
等
を

踏
ま
え
、
早
急
に
治
山
対
策
を
推
進
し
ま

す
。
平
成
31
年
度
は
、
土
砂
の
流
出
・
崩

壊
、
落
石
、
飛
砂
、
流
木
な
ど
山
地
災
害

か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
治
山
事

業
を
１
２
１
箇
所
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

（
H
30
年
度
１
０
９
箇
所

→

H
31
年
度

１
２
１
箇
所
）

５
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・

創
生
へ
の
貢
献

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
、
福
島
県
相
双
地
域
の
避
難
指
示
が

解
除
さ
れ
た
区
域
の
国
有
林
に
お
い
て
、

森
林
整
備
・
木
材
生
産
を
本
格
的
に
再
開

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
31
年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
間

伐
を
約
1.5
倍
、
木
材
生
産
量
を
約
2.7
倍
に

す
る
な
ど
、
福
島
県
相
双
地
域
に
お
け
る

森
林
整
備
・
木
材
生
産
を
更
に
実
施
し
ま

す
。

（
間
伐

H
30
年
度
１
０
０
ha
→
H
31
年

１
６
１
ha
、
除
伐

H
30
年
度
１
１
７
ha

→
H
31
年
度
１
２
８
ha
、
木
材
生
産
量

H
30
年
度
４
，
０
８
９
m3
→
H
31
年
度

１
１
，
２
６
５
m3
）

（３）令和元年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７９号

「関東森林管理局フォレスター連絡会」

設立総会

一貫作業システムの現地検討会

センサーカメラにより

撮影されたシカ



小
笠
原
諸
島
は
、
日
本
列
島
南
方
の
北

太
平
洋
上
に
位
置
す
る
南
北
約
４
０
０
㎞

に
渡
る
30
余
り
の
島
々
の
総
称
で
す
。
日

本
列
島
か
ら
約
１
，
０
０
０
㎞
、
マ
リ
ア

ナ
諸
島
か
ら
約
５
５
０
㎞
離
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
一
度
も
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ

た
こ
と
が
な
い
た
め
、
風
、
海
流
、
鳥
な

ど
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
動
植
物
種
が
、

様
々
な
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
進
化
を
遂

げ
、
多
く
の
固
有
種
が
誕
生
す
る
な
ど
、

大
陸
と
は
異
な
る
独
自
の
生
態
系
が
形
成

さ
れ
て
お
り
、
平
成
23
年
に
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
個
々
の
島
々
が
小
面
積
で
あ
る

が
故
、
人
為
的
活
動
や
外
来
種
の
影
響
を

受
け
や
す
く
、
島
独
自
の
生
態
系
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
小
笠
原
諸
島

の
原
生
的
な
森
林
生
態
系
や
貴
重
な
動
植

物
が
生
息
・
生
育
す
る
森
林
を
保
全
管
理

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
19
年
に
小
笠

原
諸
島
の
国
有
林
野
の
84
％
に
当
た
る
５
，

５
７
９
ha
を
「
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系

保
護
地
域
」
に
設
定
し
ま
し
た
。

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
で

は
、
小
笠
原
諸
島
の
原
生
的
な
自
然
を
劣

化
さ
せ
ず
に
後
世
に
残
す
た
め
、
人
為
的

活
動
や
外
来
種
の
影
響
に
よ
り
劣
化
し
た

自
然
を
徐
々
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
無
秩
序
な
立

入
り
に
よ
り
植
生
が
衰
退
し
な
い
よ
う
、

移
動
ル
ー
ト
を
指
定
す
る
と
と
も
に
、
利

用
講
習
会
を
受
講
し
た
者
の
同
行
を
条
件

と
し
た
利
用
ル
ー
ル
を
導
入
し
ま
し
た
。

利
用
講
習
会
で
は
、
森
林
生
態
系
保
護

地
域
に
立
ち
入
る
際
の
決
ま
り
や
安
全
対

策
、
関
係
法
令
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
と

と
も
に
、
外
来
動
植
物
の
侵
入
・
拡
散
防

止
の
た
め
、
靴
底
の
泥
や
衣
類
に
付
着
し

た
種
子
の
除
去
等
に
つ
い
て
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
利
用
講
習
会
は
、
小
笠

原
の
父
島
と
母
島
で
随
時
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
東
京
都
江
東
区
の
関
東
森
林
管
理

局
東
京
事
務
所
に
お
い
て
も
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
に
利
用
講
習
会
が
ス
タ
ー
ト

し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
小
笠
原
の
島
民
や

環
境
教
育
指
導
者
、
自
然
ガ
イ
ド
、
調
査
・

研
究
者
な
ど
、
毎
年
多
く
の
方
が
受
講
し

て
い
ま
す
。

利
用
講
習
会
の
受
講
希
望
は
、
メ
ー
ル

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

詳
細
は
関
東
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
i
n
y
a
.
m
a
f
f
.
g
o
.
j
p
/
k

a
n
t
o
/
a
p
p
l
y
/
p
u
b
l
i
c
s
a
l
e
/
k
e
i
k
a
k
u
/
3
1
0

3
2
6
_
o
g
a
s
a
w
a
r
a
_
k
o
u
s
y
u
.
h
t
m
l

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
小
笠
原
諸
島

の
貴
重
な
自
然
を
後
世
へ
継
承
し
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
利
用
講
習
会
等
を
通
じ

た
小
笠
原
固
有
の
生
態
系
の
保
全
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

令和元年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７９号（４）

小
笠
原
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
利
用
に
つ
い
て

計
画
保
全
部

計
画
課

小笠原諸島（東山山頂より）

利用講習会の様子

スプレーによる靴底のプラナリア対策

小笠原森林生態系保護地域

(保存地区と保全利用地区に区分)



新
年
号
（
１
７
５
号
）
か
ら
の
継

続
で
高
齢
級
の
試
験
地
を
紹
介
し
ま

す
。茨

城
県
有
数
の
林
業
地
で
あ
る
久

慈
郡
大
子
町
上
岡
に
あ
る
「
中
の
内

沢
国
有
林
」
内
の
、
林
齢
２
１
８
年

の
ス
ギ
人
工
林
展
示
林
（
写
真
１
）

で
す
。
こ
の
展
示
林
の
区
域
面
積
は

１
．
４
７
ha
あ
り
、
ha
当
た
り
１
７

５
本
が
生
育
し
、
平
成
28
年
12
月
の

プ
ロ
ッ
ト
調
査
で
は
、
平
均
胸
高
直

径
約
72
㎝
、
平
均
樹
高
38
ｍ
で
１
０

２
７
m3
/
ha
の
蓄
積
と
な
っ
て
い
ま

す
。
【
写
真
１
】

こ
の
ス
ギ
が
、
二
百
年
前
に
植
栽

さ
れ
た
ス
ギ
で
あ
る
こ
と
は
、
旧
大

子
営
林
署
の
学
術
資
料
に
、
江
戸
時

代
（
元
号
：
令
和
か
ら
17
代
さ
か
の

ぼ
る
寛
政
年
間
）
に
植
栽
し
た
記
録

と
、
伐
採
後
の
年
輪
（
写
真
２
）
と

の
突
合
か
ら
推
定
し
た
も
の
で
す
。

林
齢
二
百
年
以
上
と
な
れ
ば
、
神

社
仏
閣
の
敷
地
等
で
樹
幹
が
太
く
中

が
空
洞
の
樹
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
平
成
16
年
度
に
実

施
し
た
間
伐
は
、
25
％
（
１
３
８
本
、

１
８
６
m3
）
で
、
空
洞
に
な
っ
て
い

る
樹
は
殆
ど
無
く
、
未
だ
樹
冠
の
成

長
が
止
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
き

が
あ
り
ま
す
。

次
に
紹
介
し
た
い
の
が
、
当
技
術
・

支
援
セ
ン
タ
ー
が
所
在
す
る
笠
間
市

（
旧
笠
間
市
）
の
高
齢
級
ヒ
ノ
キ
で

す
。
笠
間
市
に
は
、
初
詣
に
80
万
を

超
え
る
人
々
が
訪
れ
る
笠
間
稲
荷
神

社
が
あ
る
ほ
か
、
近
年
50
万
人
以
上

が
訪
れ
る
GW

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

「
陶
炎
祭
（
ひ
ま
つ
り
＝
陶
器
市
）
」

が
今
年
も
「
芸
術
の
森
公
園
」
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
陶
炎
祭
会
場
の
北
側
に
、
か

つ
て
天
守
閣
が
存
在
し
た
笠
間
城
跡

（
地
元
呼
称
は
「
佐
白
山
」
）
が
あ

り
、
そ
の
麓
の
城
山
国
有
林
２
５
１

林
班
に
林
齢
１
９
３
年
生
（
写
真
３
）

の
ヒ
ノ
キ
試
験
地
を
設
定
し
て
い
ま

す
。こ

の
地
の
政
（
ま
つ
り
ご
と
）
は
、

山
城
に
籠
も
る
戦
も
無
か
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
伐
採
さ
れ
ず
に
残
っ
た
も

の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

（５）令和元年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７９号

林
業
試
験
地
か
ら

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー



今
回
は
、
歴
史
あ
る
試
験
地
を
紹
介

し
ま
し
た
。

双
方
へ
の
道
の
り
は
、
自
動
車
下
車

後
、
徒
歩
で
30
分
程
度
の
地
で
あ
り
、

機
会
を
み
て
歴
史
の
旅
に
お
出
か
け
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

令和元年５月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７９号（６）

今
月
の
表
紙

「
自
然
植
生
導
入
展
示
林
（
ス
ギ
低
密
度
植
栽
試
験
地
）
」

（
福
島
県
棚
倉
町
）

ス
ギ
低
密
度
植
栽
試
験
地
は
、
ス
ギ
主
伐
期
（
45
年
生
）
の
本
数
に
相
当
す

る
６
０
０
本
／
ha
、
２
回
目
の
間
伐
後
に
（
35
年
生
）
の
本
数
に
相
当
す
る
８

０
０
本
／
ha
、
初
回
間
伐
後
（
25
年
生
）
の
本
数
に
相
当
す
る
１
２
０
０
本
／

ha
を
想
定
し
て
間
伐
回
数
の
削
減
を
目
的
に
植
栽
密
度
を
検
討
し
平
成
９
年
度

に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

低
コ
ス
ト
造
林
の
一
環
と
し
て
検
証
さ
れ
て
い
る
低
密
度
植
栽
試
験
地
と
し

て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
視
察
や
研
修
等
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

プロット内調査

【
な
ぞ
の
毒
き
の
こ
】

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
（
猛
毒
）

（
キ
シ
メ
ジ
科

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
属
）

９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
、
主
に

ス
ギ
の
切
り
株
や
倒
木
に
群
生
し
ま
す
が
ア
カ

マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
に
も
発
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
半
円
形
で
５
㎝
前
後
で
大
き
い
物
は

10
㎝
位
に
な
り
、
表
面
は
白
色
で
平
滑
、
ヒ
ダ

は
白
色
で
直
生
し
ま
す
。

柄
は
短
く
て
、
有
る
か
判
ら
な
い
程
度
で
す
。

昔
は
食
用
き
の
こ
で
、
東
北
や
北
陸
で
は
缶

詰
や
瓶
詰
を
作
っ
て
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
15
年
に
秋
田
県
で
ス
ギ
ヒ
ラ

タ
ケ
が
原
因
の
き
の
こ
中
毒
（
死
亡
事
故
）
が

発
生
し
て
以
来
、
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
は
毒
き
の
こ

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
学
や
専
門
機
関
で
成
分
分
析
が

行
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
だ
に
毒

成
分
は
検
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
も
中
毒

が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
毒

き
の
こ
に
な
っ

て
い
る
な
ぞ
の

毒
き
の
こ
で
す
。

き
の
こ
特
集

発
行

所

関
東

森
林
管
理

局

編

集

総

務

課

■

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
７
）
２
１
０
‐
１
１
５
８

■

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
７
）
２
３
０
‐
１
３
９
３


